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会 議 録 

会議の名称 平成15年度 第２回西東京市環境審議会 

開 催 日 時 平成15年５月９日(金) 19時00分から21時15分まで 

開 催 場 所 西東京市役所保谷庁舎 防災センター６階 講座室２ 

出 席 者 

【委 員】金井委員、櫻井委員、清水委員、網野委員、宇都宮委員 
     松永委員、和田委員、鈴木委員、金成委員、中村委員 

松本委員、矢内会長、西川副会長、菊池副会長 
【事務局】大森環境防災部長、山本環境保全課長、青柳環境保全課長補佐、 
     横山環境計画係主事、プレック研究所 山内、浦 

議 題 

 １.前回ワークショップ開催記録の確認 
２.市民ワークショップのまとめについて 
３.環境基本計画答申案について 
４.その他 

会議資料の 
名   称 

資料１ ４/19西東京市環境基本計画市民ワークショップ(要旨) 
資料２ 西東京市環境基本計画市民ワークショップグループ作業結果 
資料３ ワークショップを踏まえたテーマ別検討シート 
    (市民ワークショップの各委員個人のまとめ) 
・西東京市環境基本計画市民ワークショップ実施に伴うアンケート回答内 
容について 

記 録 方 法 発言者の発言内容ごとの要点記録 

会議内容  

(19時00分開会) 
 
○矢内会長： 
前回(市民ワークショップ)はみなさんお疲れさまでした。 
まず、手元の資料を確認したいと思います。事前送付されている資料として、発表な
どについてまとめたもの(資料１)と、作業の結果をまとめたもの(資料２)があります。
これを今日の会議の後で見てもらいながら進めることになります。 
加えて、委員のみなさんが提出したシートをまとめたものがグループ別にあります。
なお、Ａ,Ｂグループはワークショップでは２グループずつできましたが、今回はまと
めて整理しています。 
なお、今日は、グループごとに作業をしていただきたいと思っています。では、前回
のワークショップについての事務局からの報告をお願いします。 
 
○青柳環境保全課長補佐： 
ワークショップのまとめとしては、32名の参加のもとで行われましたことを報告いた
します。なお、結果については、ホームページの方で開催したことを報告いたします。 
 
○矢内会長： 
以前にも申しておりましたが、次回の審議会は、６月20日ということで、普段の月初
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めから繰り延べています。延ばした理由としては、次回はここで出してもらった様々な
意見を整理して出すことを考えているのですが、それに時間がかかるため、また現在不
明になっている数値的なものや具体的なものの裏付けをとるなど、足並みをそろえると
いうことがあり、時期を遅らせたいと考えております。 
今日は、また(昨年度の最終回同様)グループごとに集まってもらって、グループ別に
まとめていただきたいと考えています。 
そのときに、ワークショップの中で出てきた新しい意見だけをまとめるということで
はなく、委員のみなさんの意見についてもその中に当てはまることになります。その中
でみなさんが共有する考えをなるべく入れるようにしてください。ただし、合意は得ら
れてないが、これは落とせないというものについても、意見として入れていくことにし
ます。 
数値目標については、具体的な数値があげられない場合は、｢この項目について設定
すべき｣とかでも構わないと思います。 
課題については、｢よい点｣というのがありますが、これはもっとよりよくするという
ことです。 
具体的な取り組みについては、ワークショップでいろんなアイディアが出たと思いま
すが、ここにはさらにみなさんの意見を入れるようにしてください。そのときには、
｢誰が｣、｢どのようにする｣ということも入れてください。 
課題の横にある｢方向性｣については、具体的な細かな行動よりも、向かうべき方向性
を示してください。 
その他については、推進のシステムなどを検討してください。 
この後は、ワークショップのときのグループのファシリテーターさんを中心に、各メ
ンバーで共通する部分をまとめシートに書き込んでいくというグループ作業を行ってい
ただきます。 
これをグループごとに作成した後、これまでの審議会の積み上げと併せて、素案に積
み上げていくことにします。その素案の起草については、グループごとに１名ずつ参加
していただいた会議を20日の前にやりたいと思います。作業の関係上、６月の４日か５
日の夜あたりにやれればと思いますが、どうでしょうか。 
 
○金井委員： 
ワークショップで、いいアイディアとともに厳しい意見をもらいました。その厳しい
意見の中には、計画の中でどうもっていけばいいのかわからないというものもありま
す。例えば、道路については、作るうえでの配慮をするのか、それとも廃止にするとい
うのか、それをどうするのでしょうか。 
 
○櫻井委員： 
 東大農場の話もそれに関連するのではないかと思います。 
 また、今日のこれからの作業は、ワークショップで出た意見を集約することを中心と
するのか、それを踏み出し、これまでの意見も含めたものでまとめるのでしょうか。そ
れによって、今日の検討のスタンスが変わってきます。 
 
○矢内会長： 
 委員の方々自身の意見に踏み込んでいってよいと思います。今日検討したものについ
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ては、６月20日からまた審議会で検討していきます。 
 金井委員の話ですが、今の段階では、市民の方の率直な意見について、同意できるも
のならまとめシートにいれてもよいと思います。 
 この、いただいた意見をもとに、現在の市の方向性も入れながら、併せて素案を起草
していきたいと思います。今回は、市民の熱を受けその熱が冷めないうちに意見を集約
しようということです。 
 
○網野委員： 
 ワークショップでＣグループに所属しましたが、このグループ分けはどこまでなので
しょうか。 
また、いまから検討していくのは、素案骨子の図のどの部分に該当するのでしょうか。
重点プロジェクトか、それとも全体なのでしょうか。 
 現段階では、あまり確信を持って言えるほどのものを持っていないので、数値のこと
などについては言いづらいです。数値については、まだ検討が必要であるという段階に
とどめておいて、たとえば、他の市との兼ね合いで、後で定めるというようにしておく
のか、それとも数値の目標について専門家として示すべきなのでしょうか。 
 
○矢内会長： 
 グループの分けは起草の委員会、または今日までにしたいと思います。みなさんほか
の課題にも関心もあると思いますので。 
 素案骨子の図との関連については、今回は重点プロジェクトを具体化したいと思いま
す。また、問題提起が必要だと思います。 
 数値目標については、目標を設定すべきかどうか、また設定する場合はその根拠につ
いて示してもらえればと思っています。 
 
○櫻井委員： 
 まとめシートは１グループに１枚ですね。 
 
○矢内会長： 
 そうです。 
 
○金成委員： 
 重点プロジェクトを具体化するということだと思いますが、自分の関係するテーマに
ついては、ワークショップ以降に自分が考えたものを入れると思いますが、他のグルー
プについては、20日に意見が言えると言うことでしょうか。 
 
○矢内会長： 
 そうです。 
 では、グループ作業に入りたいと思います。理想としては、みなさんの検討を一度集
めて、お返ししてから素案の起草に入りたいと思います。しかし、そこまではできない
かもしれませんが、グループでの作業をよろしくお願いします。 
 
(グループでの検討：21:00まで) 
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○矢内会長： 
 やはり、積み残しがあるようですから、出せるグループは、出してもらいたいのです
が、清書する時間が必要なグループについては、火曜日までに出してください。 
 この検討で、盛り込めなかったものについては、事務局の方で各委員のシートから拾
い出しを行います。 
 ６月の４または５日に準備会議(起草の会議)を行いたいのですが、どうでしょう。 
 
(５日がよいという意見) 
 
○矢内会長： 
 では、５日の木曜日、19時00分からということにしましょう。出席される方は、金井
さん、中村さん、金成さん、鈴木さんと正副会長です。では次回の審議会については、
20日となります。お疲れ様でした。 
 
(21時15分閉会) 

以上 


